
▪
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
次
期
総
合
計
画
策
定
の
柱
の一つ
で
あ
る「
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
」で
は
、局
地
化
、複
雑
化
す
る
災
害

へ
の
対
応
、少
子
高
齢
化
や
新
た
な
健
康
リ
ス
クへ

の
対
応
な
ど
、時
代
に
合
わ
せ
、誰
も
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。上
下
水
道
、道
路
、交
通
な
ど
の
都
市
基
盤
の
整

備
や
医
療・福
祉
を
充
実
さ
せ
る
た
め
国
や
府
、関

係
機
関
な
ど
と
連
携
し
、さ
ら
な
る
安
全・安
心
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
てい
ま
す
。

▪
総
合
計
画
に
基
づ
い
た

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
・
進
捗
状
況

【
治
水
対
策
・
浸
水
対
策
】

　
昨
年
10
月
に
来
襲
し
た
台
風
21
号
に
お
い
て
、由

良
川
流
域
で
は
、輪
中
堤
な
ど
の
整
備
効
果
で
被
害

が
軽
減
さ
れ
ま
し
た
が
、東
・
西
市
街
地
は
多
く
の

浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。今
年
度
か
ら
浸
水
対

策
担
当
課
長
を
上
下
水
道
部
に
新
設
し
、浸
水
対

策
を
強
化
し
ま
す
。西
市
街
地
で
は
京
都
府
と
連
携

し
、高
野
川
改
修
や
内
水
排
水
ポ
ン
プ
の
整
備
に
取

り
組
み
、東
市
街
地
で
は
、浸
水
発
生
の
原
因
を
調

査・解
析
し
てい
き
ま
す
。

【
自
然
災
害
・
原
子
力
災
害
対
策
】

　
風
水
害
、地
震・津
波
、原
子
力
災
害
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
危
機
事
象
を
想
定
し「
自
助・共
助・公
助
」

の
３
つ
の
視
点
か
ら
防
災・減
災
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。各
種
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
や
原
子
力
災
害
時

住
民
避
難
計
画（
概
要
版
）の
配
布
、各
種
要
望
に
応

じ
た
出
前
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、防
災
関

係
機
関
と
連
携
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
訓
練
を
実

施
し
てい
ま
す
。

【
消
防
防
災
体
制
】

　
防
災
力
の
向
上
や
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
で
、

火
災・救
急
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
な

ど
の
危
機
事
象
に
対
応
す
る
力
を
強
化
し
て
い
ま

す
。ま
た
、複
雑・多
様
化
、大
規
模
化
す
る
災
害
に

対
応
で
き
る
よ
う
、消
防
車
両
な
ど
を
更
新
し
、高

機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。さ
ら

に
、複
雑・多
様
化
す
る
救
急・救
助
の
ニ
ー
ズ
に
対

努
め
、持
続
可
能
な
医
療
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

【
地
域
福
祉
の
充
実
】

　
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
な
ど
に
よ
り
人
間

関
係
の
希
薄
化
が
懸
念
さ
れ
る
社
会
情
勢
の
も
と
、

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。共
助
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、地
域
の
実
情
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動

を
行
う
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
、介
護
な

ど
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人
を
見
守
り・支
え
あ
う

「
地
域
支
え
あ
い
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養
成
し
て
い
ま

す
。ま
た
、認
知
症
や
知
的
障
害
、精
神
障
害
な
ど
で

日
常
生
活
上
の
判
断
や
契
約
、財
産
管
理
な
ど
が
困

難
な
人
の
権
利
や
財
産
を
守
る「
成
年
後
見
制
度
」

に
関
す
る
相
談・利
用
支
援
を
行
う「
舞
鶴
市
成
年

後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
す
る
な
ど
、地
域
と
と

も
に
見
守
る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
でい
ま
す
。

【
上
下
水
道
事
業
】

　
上
下
水
道
は
、市
民
生
活
や
産
業・経
済
活
動
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。そ
の
た

め
、水
道
事
業
で
は「
未
来
に
つ
な
ぐ
安
心
で
安
全

な
水
の
安
定
供
給
」を
経
営
理
念
と
し
て
、水
需
要

を
見
据
え
た
施
設
の
効
率
化
や
災
害への
備
え
の
た

め
、主
要
な
浄
水
場
や
管
路
の
耐
震
化
を
計
画
的
に

進
め
て
い
ま
す
。一方
、下
水
道
事
業
で
は「
水
環
境
の

保
全
と
住
み
よ
い
生
活
環
境
づ
く
り
」を
基
本
理
念

と
し
て
、平
成
32
年
度
中
に
水
洗
化
を
希
望
さ
れ
る

全
て
の
市
民
が
水
洗
化
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、処

理
区
域
の
拡
大
を
進
め
てい
き
ま
す
。
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こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る

～
「
安
心
」
の
視
点
か
ら  

～

シリーズ

次
期
総
合
計
画
策
定
に
向
け
て
④

特別編

次
期
総
合
計
画
策
定
ま
で
を
、
年
間
を
通
し
て
お
伝
え

す
る
「
シ
リ
ー
ズ 

市
政
の
『
今
』
特
別
編
」。
今
回
は

現
在
の
総
合
計
画
の
中
か
ら
「
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
分
野
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
そ
の
進
捗
状
況
な
ど

を
振
り
返
り
ま
す
。

　京都市出身で30代の時にラジオ関連の仕
事に転職しました。２年間のアメリカ留学でラジ
オについて学び、帰国後は「京都三条ラジオカ
フェ」の立ち上げに携わりました。その後、縁あっ
て、「FMまいづる」の立ち上げに関わることとな
り、現在は、舞鶴市で「FMまいづるジェネラルマ
ネージャー」として地域に根ざしたメディアを目指
して日々、情報発信を行っています。
　もともと舞鶴にはなかったコミュニティラジオは
新しい情報伝達手段としてさまざまな可能性を

総合計画審議会委員に聞きました

秘めていると考えています。最近では、毎年のように災害が発生している中、「安心
のまちづくり」を進めるためには、このような災害時に正確な情報を確実に市民に伝
えられる、市民自らが情報を発信し、共有できる体制を整えることが大切です。審議
会委員として安心のまちづくりを進めるためには何が必要かを考え、またどのように
市民に情報発信を行うのか。これらを総合計画に反映させるよう検討することが審
議会で私に求められている役割ではないかと思います。

「FMまいづる」ジェネラルマネージャー
　　　　　　　時岡　浩二　さん

由良川流域の輪中堤（志高地区）

高機能消防指令システムの構築地域支えあいサポーター養成講座の様子送水管設置作業の様子（上福井浄水場）

舞鶴市休日急病診療所 舞鶴警察署と安全・安心まちづくり協定を締結

応
す
る
た
め
、高
度
な
知
識
、技
術
の
習
得
、救
急
救

命
士
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
専
門
性
の
高
い
職
員

を
育
成
し
てい
き
ま
す
。

【
防
犯
対
策
・
交
通
安
全
対
策
】

　
平
成
28
年
８
月
に
舞
鶴
警
察
署
と「
安
全・安
心

ま
ち
づ
く
り
協
定
」を
締
結
。相
互
連
携
を
強
化
し

て
、犯
罪・交
通
事
故
な
ど
の
な
い
安
全・安
心
な
地

域
社
会
構
築
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、犯
罪
抑
止
効
果
の
高

い
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や
、タ
ク
シ
ー
会
社
の

協
力
の
も
と
、ド
ラ
イ
ブ
レコ
ー
ダ
ー
を
動
く
防
犯
カ

メ
ラ
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
防
犯
体
制
を
強
化
。

ま
た
、通
学
路
や
生
活
道
路
の
交
通
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、区
域
を
定
め
て
車
の
速
度
を
時
速
30
㌔
に

制
限
す
る「
ゾ
ー
ン
30
」の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

【
地
域
医
療
の
充
実
】

　
新
た
な「
京
都
府
中
丹
地
域
医
療
再
生
計
画
」

（
平
成
24
年
3
月
改
訂
）に
基
づ
き
、医
療
機
能
の

「
選
択
と
集
中・分
担
と
連
携
」の
考
え
の
も
と
、公

的
３
病
院
の
特
色
あ
る
診
療
機
能
の
セ
ン
タ
ー
化
や

過
剰
病
床
の
削
減
、舞
鶴
市
民
病
院
の
医
療
療
養
型

病
床への
特
化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、舞

鶴
市
休
日
急
病
診
療
所
を
開
設
し
、一次
救
急（
内

科
）を
担
い
ま
す
。ま
た
、輪
番
を
担
う
公
的
病
院
と

も
連
携
し
、救
急
医
療
体
制
の
充
実
に
取
り
組
み
ま

し
た
。今
後
も「
選
択
と
集
中・分
担
と
連
携
」を
さ

ら
に
進
め
、公
的
４
病
院
の
連
携
に
よ
り
、市
全
体
で

地
域
医
療
が
機
能
す
る
体
制
を
確
保
し
、魅
力
あ
る

医
療
環
境
の
創
出
に
よ
り
、若
手
医
師
の
確
保
に
も
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